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中学 ・ 高校で の 英語の 成績の決定要因

は じめに

　経済社会の グn 一バ ル 化 が進行する 日本 で

は 、外国語 の 習得は重 要な課題 とな っ て い る 。

ま た、英語能力 を向上 させ るた め の 学習方法

や環境設定 も取 り上 げられ て い る。しか し、

具体的にその 効果 の有無や強 さを検証す る試

み は十分 にな され て きた とは い えない 。文部

科学省は、2010 年 に 「外国語能力の 向上 に関

す る検討会」 を設置 し、生徒 の英語能力を向

上 させ る指導や方策等に関す る議論を行 っ て

い る。そ ん な中、平成 23 年に実施 された 「「国

際共通語 として の 英語力向上 の ための 五 つ の

提言 と具体的施策」 に係 る状況調査」 で は、

英語 教育の 現状を把握する こ とを 目的 として、

情報機器 を活用 した授業 の 実施状況や外国人

教師 の 採用 状況 、外国語 指導助手 の活用人数

な どの 現状 に つ い て、各都道府県 ・指定都市

の 教育委員会や学校 に調査 を行 っ た。情報機

器 を活用 した授業 を実施 し て い る学校 は、公

立高等学校 ・中等教育学校後期課程で 22．2％、

公 立中学校 ・中等教育学校前期課程で 28．6％

と い うこ とが明 らか に なっ た。また、1 校当

た り外国語 指導助手 の 採用人 数は約 1 人で あ

り、十分 な人 数で ある と言 えるか どうか疑問

が残 る。生徒の 英語能力の 向上 を 目指す環境

整備が行 なわれて い る か ど うか を明 らか にす

る必要がある。

　そ こ で 、 本稿では文部科学省が実施 した 「平

成 15 年度 小 ・中学校教育課 程実施状況調査」

と 「平成 14，15 年度　高等学校教育課程実

施状況調査」、「平成 17年度 高等学校教育課

　　　　　　　湯川志保 （帝京大学経済学部）

程実施状況調査」を用い て 、ど の よ うな指導、

ある い は学習環境 が学生の 英語能力の 向上 を

促す かを調 べ 、中学生 と高校生 の 英語 の成績

に影響を与える要因 を統計的に探 る。特に、

情報機器 や外国語 指導助手 の 活用 の効果測定

に加 え、近 年 日本 で学習効果 へ の 影響 が議論

され て い る学級規模の 影響も考慮す る。また、

日本全 体に影響 を及ぼす教育政策を考 えるに

は全 国規模の 調査 を用 い た分析が必 要 となる

が 、その よ うな分析 を試み る点で も貢献 とい

え る。

データ

　本研究で 使用す るデー
タは、国立教育政策

研究所教育課程研究セ ン タ
ー

が 小 中学校を対

象に行な っ た 「平成 15年度 小 ・中学校教育

課程実施状況調査 」 と、高校 を対象に行な っ

た 「平成 14，15年度　高等学校教育課程実施

状況調査 」 と 「平成 17年度 高等学校教育課

程実施状況調査 」 の そ れ ぞれ に つ い てペ ーパ

ー
テ ス ト調査、生徒質問紙調査 と教師質問紙

調査 を突合 したデー
タセ ッ トで あ る 。 本稿で

は、英語 に関す る項 目に注 目 した。こ の 調査

で は、学級規模や 情報通信ネ ッ トワ
ー

クを活

用 した授業を行 っ て い るか、ネイ テ ィ ブ ・ス

ピ
ー

カ
ー

の 協力 を得た授業を行 っ て い るかな

ど の 質問によ り、指導方法に関す る情報を得

た。ま た、教師の 質が英語 の テ ス トス コ ア に

与え る影響を分析する ため、教師の 経験年数

や取得 し て い る免許な ど、教師の 質に関する

質問も分析に使用 した 。
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分析結果

　分析結果は次 の とお りで ある。 コ ン ピュ
ー

タ の 導入 は、総 じて 強い 正 の 効果が期待で き

ると い うわけで はなく、中学 3 年 と高校 3 年

の 女子に正 の 効果を持つ 可能性が示 され て い

る。

　ネイテ ィブの 存在は
一

貫 して効果が あ る と

い うわけでは な く、学年や性別 にお い て様 々

な結果 を得た。中学で は 、 ネ イテ ィブ の 存在

は、英語 の成績 に有意な影響を与えて い な い 。

高等学校 の 結果は 、 実施年や性別 に よ っ て 結

果が異なる 。 平成 14年実施の デー
タ を用い た

全体の 結果で は、ネイテ ィ ブを活用 した授 業

を実施 して い る ク ラス は、英語 IA の 成績は高

い が 、英語 IB の 成績 は低い 傾 向に あるこ とが

示 された。男子生徒 にサン プ ル を限定 した場

合は 、英語 IB に の み有意 に負の 影響を与 え

るこ とが示 された。また、女子生徒の 場合は 、

英語 IA にの み有意に 正 の 影響を与える こ と

が 明 らか にな っ た。しか し、平成 17年実施 の

デー
タを用い て分析 を行 っ た場合、全 て の 推

定にお い て 、ネイ テ ィ ブ を活 用 した授業 の 実

施 し て い る クラ ス の 成績 は、英語 IA、　IB とも

に有意に低い こ とが示 された。

　次 に、教師の 質に関す る変数の 結果 をみ て

い く。男子生徒の 場合は、どちらの 実施年 で

も同性の 先生の 方が英語の 成績が有意 に高 い

こ とが明 らか に なっ た 。 しか し、女子 生徒の

場合 は、男性教師ダ ミ
ー

は正 の 符号 を示 して

い るもの の 、平成 14 年実施の 英語 IB の み有

意に 正 の 影響を与える こ とが示 され た。女子

生徒 の場合、教師の性別は英語の 成績 にあま

り影響 しない こ とが示唆 され る。教師の経験

年数 は、おおむね英語 の 成績 に有意に正 の 影

響 を与え る こ とが示 された。教師の 経験年数

が 高い ほ ど生徒の 成績 が高い とい う先行研 究

と同様の 結果 を得 た。

　学級規模 と成績 の 間 に は強い 正 の 相 関が観

察 され た ， 単純に少 人数 の ク ラ ス にすれ ば生

徒の 学力が向上す ると い うわけで はな い こ と

が示 され た 。 また 、教師の経験年数が生 徒の

学力 と強い 正 の相 関が あ る こ とも明 らかに な

っ た。

まとめ

　本稿で は、英語教育に注 目し、どの よ うな

要因が生徒の 成績 を上 げるの か を分析 し た。

特に 、注 目した の は、 コ ン ピ ュ
ータ導入の 効

果、ネイテ ィ ブに よる指導補助 を得た場合の

効果 、及び学級規模 である。海外の 研究では 、

情報機器 の 活用は総 じて英語 の 成績 を上げ る

効果 がある こ とが示 されて い るが 、 日本 の 英

語教育にお い て は強い傾 向が示 され なか っ た 。

また、ネイ テ ィ ブに よ る指導補助も生徒の 英

語能力 を強 く押 し上げて い る とは言 えなか っ

た 。 さらに、学級規模はむ しろ成績 と正 の 関

係に あ り、少人数 で の 教育が必 ず しも成果を

上 げるわ け で はな い こ とも示 された。む しろ、

教師の 経験年数が
一

貫 して 正 で ある こ とか ら、

英語 指導にお け る ノ ウハ ウは経験 と ともに蓄

積され て い る と想像され る。

　本研 究は、全国規模にお け る英語教 育の 効

果 を測定す る とい う面 で 特徴的で あ る。情報

機器 の 活 用 やネイ テ ィ ブの効果が 限定的で あ

る と い う結果は、それ らが全 く効果 を持た な

い 可能性 もあるが 、む しろ、ペ ーパ ー
テ ス ト

で あ るが ゆえに、英語の 特徴で あるオ ー
ラル

な 面 で の 能力 向上 を捉 え て ない 可能性 もある，

こ の 点は今後、引き続き検証 を試みて い く必

要 がある 。
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